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2019年3月29日

「99Moの自社生産プロジェクトに着手 ～99mTc製品の更なる着手に向けて～」

• 約13億円を投資※して専用の電子加速器を千葉工場内に設置

※自社で使用するためのプロジェクトであり、国産99Moのサプライチェーンに組み込ま
れることは想定していません

• 世界で初めて原子炉を使用しない方式での99Mo商業生産を目指す

• 今後、既存の99Mo製造設備の老朽化や 新興国における 99mTc製品 の需要の増
加により、99Moの世界的な需給がより逼迫するとの国際機関の予測がある

• 輸入への依存比率を引き下げ、調達ソースの多様化を図るために、一部を自社生
産に置き換えることを検討（20～30%）
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2023年9月21日

「自社生産のモリブデン-99、試製造を開始

～放射性医薬品 のさらなる 安定供給を目指して～」

• 千葉工場内に約13億円を投資して設置した電子ライナックのビーム照射準備が整
い 、99Moの試製造を開始

• 自社生産の99Moを使って当社製剤を製造するためのデータ取りを行いながら、
2025年度の商業生産開始を目指す
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99Mo製造 精製

海外 国内

空輸 毎日製造
(配送前日)

約1,200施設

指定時間に
毎日配送

99Mo輸入～99mTc製剤製造～施設への配送

• 半減期が短いため、 99Moの定期的な調達（複数回/週）が必要（半減期：約66時間）

• 99Moは海外からの輸入に100%依存している。

• 99mTc製剤の毎日製造/配送が必要（半減期：約66時間）
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99Mo/99mTcのサプライチェーン

Nordion
カナダ

Curium
オランダ

IRE
ベルギー

NTP
南アフリカ

ANSTO
オーストラリア

NRU原子炉
カナダ（1957）

MARIA原子炉
ポーランド（1974）

HFR原子炉
オランダ（1961）

BR2原子炉
ベルギー（1961）

LVR-15原子炉
チェコ（1957）

SAFARI原子炉
南アフリカ（1965）

OPAL原子炉
オーストラリア（2006）

各医薬品メーカーへ

※カナダNRU炉は2016年10月末で99Moの生産を停止

×
生産停止

原子炉 精製施設
（サプライヤー）

製薬メーカー

多
く
の
原
子
炉
が
老
朽
化

製造トラブル
のリスク

輸送途中の
配送リスク
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時期 原子炉 停止期間

2009-2010 NRU (カナダ) 14 ヶ月間

2010 HFR (オランダ) 6 ヶ月間

2012-2013 HFR (オランダ) 8 ヶ月間

2013-2014 SAFARI (南アフリカ) 2 ヶ月間

2015 HFR (オランダ) 1サイクル

2018 OPAL (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 断続的に停止

2018 HFR (オランダ） 1 週間

2018 SAFARI (南アフリカ) 1週間程度(2回)

2022 BR-2 (ベルギー) 2 ヶ月間

時期 原因

2009-2010 アイスランドの火山噴火による
航路の一時運休

2020 新型コロナウイルス感染症
（Covid-19）の影響による航路
の一時運休

99Mo製造トラブル 99Mo輸送トラブル

最近の99Mo輸入トラブル

放射性医薬品の供給制限が発生

複数の入手元を確保する意義
＝医薬品の安定供給を果たす
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

61.3% 25.2% 10.5%

1.5% 1.5%

99mTc 123I 201Tl 67Ga その他

50.5% 17.5% 8.7% 9.2% 14.1%

骨 心臓 脳 ｾﾝﾁﾈﾙﾘﾝﾊﾟ節 その他

国内で実施されているSPECT検査について

※検査種類（上位4種類）

・骨シンチグラフィ

・心筋(心臓)シンチグラフィ

・脳血流シンチグラフィ

・センチネルリンパ節
シンチグラフィ

第9 回全国核医学診療実態調査報告書(日本アイソトープ協会）より

※国内で実施されている

SPECT検査のうち、
99mTc製剤を使った検査数
の割合が最も高い(約6割)
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